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であるo fとfM は内力場の関係にあるから, fMは再びボルツマン方程式 (or別の式)
に従い, fとfM は連立方鮭式の形で閉じた表現となる｡
しかし,原子炉の場合,媒質の密度は中性子のより極端に大きいので媒質は時間的に





中性子束が等方に分布 している場合は,媒質原子を等方にはねるから, fM は確かに
変化しないoLかし,非等方に分布 している場合は,偏った方向に媒質原子をはねとば
し,中性子束の等方よりずれた部分は媒質と陽に運動量交換を行い,全体としてより等
方な分布-と緩和するoこの過程を記述するに当って, fM の時間的変化を無視 しうる


















であり, p,p′,散乱解と方位角 (陽でない )に依存する｡
例えば,媒質の表面付近では外向きに流れる中性子が多く,媒質原子を外へたたきだ
すから,その反作用力は中性子をより内側-とじ込める力となる｡従って,空間分布は
より平坦な方向-修正され,滞在時間も長 くなるから,中性子束の崩壊 も若干お くれ
るol)
なお,以上の議論を1成分系-映すと次のようになる｡ fとfMの式は連立方塩式と
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